























ばで産声を上げています。この国士舘、小さな塾であったわけ すけれども、その母体となったのが「青年大民団」という団体です。これは主 早稲田大学 武道の教員、それから学生、とくに福岡出身の人々を中心に、時の天下国家といいま か、大正初期 非常に混乱した思想状況の中で、社会教化を目的とした、そういう団体から発足しています。その中心人物の一人が 柴田德次郎で、早稲田大学の柔道部に所属していました。彼は福岡市の南方、別所というところの出身ですけれども 苦学
生として上京し、芝中学から早稲田大学に進んで、青年大民団をつくっていくわけです。ただ、そういう苦学生が、塾や組織をつくるのは難しいわけですが、それをサポートしたのが、当時福岡出身で、赤坂の霊南坂にいた頭山満という福岡玄洋社の中心人物や 代議士で大臣なった野田卯太郎などです。そう う人物たちが若い彼らをサポートしていく。後藤新平なども関わってきますが、そういう中で国士舘ができる。レジュメの最初の方に「国士舘の前身」として経緯を書い いますが、大正二（一九一三）年にできた青年 は、頭山満、三浦梧楼、緒方竹虎、中野正剛、柴田德次郎らが 参加 ています。そして大正六年一一月四日に、当時大民団 本部事務所に、夜学塾として併設され のが国士舘の始まりであります。
では、なぜ麻布笄町からこちらの世田谷の地にやって
きたのかというと、当然 ですけれども、一階に八畳と六畳、二階に六畳 小さい塾 から、人がだんだん増えて、移転の必要が出て来るわけです。英語も教えたりしております ら、 当時の大学に行ったり、 一高 （旧制の第一高等学校）に行った いう東京都下の学生たちが集まって勉強していて狭くなってくるわけです。当初は、今、吉祥寺に成蹊大学がありますけれども、これ
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は根津財閥の根津家の所有地でして、当初はそちらの方に移転するようになっていたわけ す。ところが大正七（一九一八）年、塾が出来て一年たった秋に、青年大民団が、今まで日本の国 ために殉じた人たちをお祀りしようということ 、国士祭を松陰神社で催し 。その際に、神官の方から、実はこの脇 学校に適した土地があるが、どうだろう というような話があって、か わらには吉田松陰が祀られている松陰神社があり、そして西には井伊直弼の豪徳寺があり 烏山川が回っている高台に勝国寺がありますが、 その高台の場所だということで、立地的にも教育的にも非常に良いと うことで、ある意味即決的な動きの中で、この世田谷に移転する い 方向になり、この場所に移転が決まったわけです。国士舘は、ここに移転してくると、大正八（一九一九）年の一一月に財団法人になります。その前に、現在、国士舘大学の中央 大講堂という古い建物があります 、 これを大正七年の末頃から建設準備にとりかかったわけです。そんなにお金があるわけありませんから、福岡は筑豊の石炭事業者たちからお金を寄付してもらっています。麻生、貝島、安川という人たちです。安川 方 、今の九州工業大学の前身 なる専門学校を作ってい 、そちらにお金がかかるからということで あまり多額の金は出
ておりませんが、麻生家などを中心に寄付金を集める。あるいは東京の方では、大手の三井とか、住友とかからお金を出してもらっている。これで大講堂など建物を造って、落成式には地域の方々にも参加していただいております。その一一月に財団法人ということになるわけです。 ですから、 まさ 松陰神社での国士祭 いうのが、移転のきっかけになっ 、今年はそれから九五年、創立からは九七年、 三年後が百周年になりますが 九五年間、ここ世田谷に居るわけです。
それでこの国士舘創立の関係者には、先ほど述べた野



















































烈士を祀りて国士神社と称し、毎朝授業開始に先立って教職員学生一同之を礼拝し、其の遺徳を景仰して、 日毎に殉国の精神を新た する 常とす。 （中略）是に於てか遂に松下村塾と全く同一なる塾舎を模造し、先生の教育 おける根本精神を継承せんと決意するに至れり。 （ 「 士舘景松塾建設趣意書」 『国士舘中学校校友会報』二号、昭和一三年三月）
これは中学校の校友会会報に尾高が書いている部分で








































































という記述が『回顧録』に出てくる。なぜそのような関係ができたのかというと、吉田松陰が最初、嘉永三（一八五〇）年に熊本にやって来ると、そこで、横井小楠や宮部鼎蔵などと親交を持つ。 宮部鼎蔵は一〇歳ほど上で、松陰と同じ山鹿流の兵学者です その宮部の弟子の佐々淳次郎は、吉田松陰の一つ年上 、同世代なのです。だから松陰と 気が合う。それで淳次郎とも色々話があったようです。 「東北遊日記」というのは 松陰が最初に脱藩し、宮部鼎蔵と同行した 録です。そう 関係があって、この日記が佐々淳次郎の手元 残っていた。実は、その後の、嘉永六（一八五三）年にも松陰は熊本に来ます。 時、松陰に淳次郎が渡 のが、前田利家










わりということでお話いたしました。 それに、 と佐々淳次郎あたりをからめて徳富蘇峰の明治・大正期 第二維新という話もいたしました。時間が参りましたので、話を終わりたい 思います。
国士舘も三年後には、創立百周年を迎えます。また、
世田谷に移転して九八年になります。本日は、世田谷地域と共に成長してきた国士舘 ついて、講演 機会を与えていただきありがとうござ ました。地域と共に国士舘が成長してきた一端をご理解いただ と存じます。 今後とも、 地域との関係を大切にして きたいと思っておりますので、何卒よろしくお願い たします
